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＜連絡事項＞

· レストランへの移動時などアズ－ル前を通るメンバーが増えてきている為、私有地である事を説明し、規定のルートで移動するようにミーティング等を使い説明する。
＜外来情報＞

· 森田　清助様　～青明舎行事で花見に参加してきた事を報告される。横浜に行きたいと言っていた
　　　　　　　　件については「行くのは諦めた」と話されている。

· 我満　奈津紀様～日中の眠気を訴えられ、就床前薬減薬となっている。

· 晴山　美智子様～頭痛訴え聞かれ本人希望にてＣＴ実施、特に異常は見られない。ストレスにより
　　　　　　　　頭痛もあることを説明し、服薬調整行っている。

· 高橋　百壽様　～症状改善見られる為、レボトミン（抗精神病薬）減薬となっている。

＜利用者様情報＞

· 高島　吉太郎様～本日レストランへの移動中、ふらつきが目立っている。廊下歩行時にもふらつき
　　　　　　　　見られている為、誘導などの移動時には見守り及び付き添いを行うこと。

· 我満　奈津紀様～青明舎より情報提供
　　　　　　　　　4/30、我満氏の父親へ子宮内避妊器具装着について連絡している。父親も今後
　　　　　　　　　同じような事があることを心配し、避妊器具装着に了承。本人にも父親と連絡
　　　　　　　　　をとったことを伝え、5/6の術後検査時に小坂Drへ報告することにしている。
· 宮　陽子様　　～青山荘より情報提供
　　　　　　　　　4/30、「うみねこ幸房に行きたい。デイケアは作業が少ないし、やることがな
　　　　　　　　　くて暇だから」と青山荘スタッフに相談あり。明日(5/2)外来受診のため、本
　　　　　　　　　人より主治医に相談することとしている。
· 番沢　政勝様　～本人より、「最近太ってきた」と相談あり、食生活について確認すると食事の際
　　　　　　　　にインスタントラーメンを食べているとの事。又、最近間食するようになったと
　　　　　　　　話される。運動としては自室で軽い運動を行っているが、腰痛がある為運動に対
　　　　　　　　して不安があるとの事。
　　　　　　　　⇒　・食生活の見直しを行うようアドバイスしている。
　　　　　　　　　　・運動も必要であるが、間食の量を減らす事を検討するように説明。
　　　　　　　　　　・腰に対して負担の少ない運動を提示する事を提案している。
＜デイケア利用者様検討＞

晴山　美智子様　（39）　統合失調症

　○デイケアの情報

　　・来所後すぐに頭痛の訴え聞かれ、本日外来受診日であった為ＣＴ検査の希望聞かれている。頭痛については、先週の木曜頃からあったとの事。バイタル測定しているが異常は見られない。安静臥床促しているが、卓球行ったり喫煙に行かれたりと体を休めることなく動かれている。

・最近、頭痛の為夜間十分に睡眠を取る事が出来ていないと話され、昨日には２時間ほどしか眠っていないとの事。

　　・仕事について、「広いホールに沢山人がいるから人に疲れる。バスで帰るときも町で乗り換えるけど、人が沢山いるから緊張するんだよ」と話されている。

　　・休日の様子として、両親が畑に連れて行き畑仕事を行わせると話され、体を休めることが出来ないとの事。

　　・疲労の為、木曜日の通所について欠席することが多いが、欠席の連絡を入れる事が負担となっており、欠席する事に対する罪悪感があると話されている。

　　・本日外来受診にて内服薬変更となった事で、眼球上転しないか不安であると訴え聞かれている。

　　

○カウンセリングからの情報

　　・休日の過ごし方について確認すると、頭痛はあるが落ち着かない為、一日のうちに何度も町へ出掛けていると話される。

　　・友人から外食や遊ぶように声を掛けられると断る事が出来ず、休息を取ることなく遊びに行っている様子。外出について負担となっていないか確認すると、「負担にはなっているけど断れないから」と話されている。

　　・対人面についての不安訴え聞かれている。

　　

　○対応

　　・本人の不安が強まっており、外部刺激に対して過敏となっている様子伺える。外部刺激を抑え一人になれる環境を提供する必要がある。

　　・休息を取る事に対して本人が罪悪感を持っている様子がある為、休息を取れた際には評価する。

　　・木曜の通所について本人の負担となっているのであれば、今の状態であれば休息と取れることを第一とし、木曜は通所日から外すことを検討する。又、本人が自宅にいて落ち着かないのであれば、気分転換として利用することは可能である事を説明する。

　　・ご家族に対して本人の休息を取る必要性について説明し、休日は自宅にて休ませて頂きたいことを連絡する。

　　・来所持にスタッフか関わる事で、ストレスと感じている面がある為、本人からの訴えがあった際には傾聴･アドバイスするに留め、面談など特別な関わりを持つことは控える。

＜業務検討＞

今年度の事業計画として“職員への勉強会”“利用から退所までの流れの明確化”“プログラム整備”を挙げている。
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毎週水曜のカンファ内にて検討の時間を設ける


